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廓
「
元
の
地
域
で
生
活
」
７
割
意
向 蕊

野生復帰応援今年も寄付
木下酒造収益一部､豊岡市に

司

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」
で
日
本
酒

中
貝
市
長
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
ラ
ベ
ル
の
日
本
酒
と
寄

付
金
を
渡
す
ハ
ー
パ
ー
さ
ん
（
豊
岡
市
役
所
で
）

！

木
下
酒
造
は
２
０
０
９
年
か

ら
、
無
農
薬
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」
で
栽
培
し
た
酒
米

「
五
百
万
石
」
を
使
っ
て
醸
造
。

ラ
ベ
ル
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
描
い

た
純
米
吟
醸
酒
と
坐
疏
純
米
酒

の
２
種
類
に
つ
い
て
、
売
り
上

げ
の
一
部
（
１
．
８
脚
瓶
は
１

０
０
円
、
７
２
０
－
赤
・
澱
瓶
は

別
円
）
を
、
豊
岡
市
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
基
金
に
寄
付
し
て
き
た
。

市
に
よ
る
と
、
無
農
薬
・
減

農
薬
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お

米
」
で
酒
造
り
を
し
て
い
る
蔵

元
は
、
ほ
か
に
も
７
社
あ
る
と

い
う
。
こ
の
日
、
中
貝
市
長
は

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
エ
サ
場
と
も
な
る
水
田
で
無
農
薬
栽
培
さ

れ
た
酒
米
で
日
本
酒
を
造
っ
て
い
る
木
下
酒
造
（
京
都
直
皐

丹
後
市
久
美
浜
町
）
が
Ⅳ
日
、
売
り
上
げ
の
一
部
剖
万
７
２

５
０
円
を
豊
岡
市
に
寄
付
し
た
。
同
社
の
寄
付
は
６
年
連
続

で
、
累
計
額
は
１
２
７
万
６
１
０
０
円
に
上
っ
た
。
杜
氏
で

英
国
出
身
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
ー
パ
ー
さ
ん
（
蛆
）
が
市
役
所

を
訪
れ
、
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に
役
立
て
て
」
と
中

貝
宗
治
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。

産 米
「
豊
岡
で
は
米
作
り
、
酒
造
り

な
ど
を
通
し
て
自
然
保
護
と
経

済
活
動
が
う
ま
く
結
び
つ
い
て

い
る
。
↑
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
事

務
局
に
よ
る
と
、
世
界
的
に
も

ま
れ
な
ケ
ー
ス
だ
と
い
う
」
と

語
り
、
ハ
ー
パ
ー
さ
ん
に
謝
意

を
伝
え
た
。

木
下
酒
造
周
辺
で
も
最
近
は

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
よ
く
見
か
け
る

朝
来
市
は
、
学
校
を
卒
業
し

て
社
会
人
と
な
り
市
外
に
遠
距

離
通
勤
す
る
場
合
、
通
勤
費
用

を
補
助
す
る
人
口
減
少
対
策
を

来
春
か
ら
実
施
す
る
。

若
者
の
多
く
が
高
校
卒
業
と

同
時
に
市
外
に
流
出
す
る
状
況

に
歯
止
め
を
か
け
、
定
住
を
促

す
。
市
か
ら
１
時
間
訓
分
圏
域

を
通
勤
圏
と
し
て
定
住
施
策
を

進
め
る
市
の
第
２
次
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
制
度
を
設
け
る
。

市
内
に
住
む
新
卒
者
を
対
象

に
、
公
共
交
通
機
関
の
ほ
か
マ

イ
カ
ー
通
勤
も
対
象
に
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。
金
額
は
距
離

に
応
じ
て
決
め
、
上
限
を
設
け

る
方
針
。
補
助
率
や
申
請
方
法
、

対
象
の
詳
し
い
要
件
は
夏
頃
ま

で
に
詰
め
る
。
制
度
設
計
や
周

う
ち
樋
世
帯
（
開
・
４
％
）
か
「
建
て
替
え
、
購
入
」
世
帯

ら
回
答
を
得
た
。
今
後
の
居
住
に
新
し
い
家
の
場
所
を
尋
ね
る

場
所
に
つ
い
て
の
考
え
や
、
理
と
、
７
世
帯
が
「
今
の
敷
地
内

市
外
帥
分
圏
若
者
に
通
勤
費

人
口
減
対
策
朝
来
市
、
来
春
か
ら
補
助

本

よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
ハ
ー

パ
ー
さ
ん
は
「
迫
力
が
あ
っ
て

格
好
い
い
烏
。
農
家
と
蔵
元
と

消
費
者
が
、
一
緒
に
な
っ
て
野

生
復
帰
を
応
援
し
て
い
る
と
思

う
と
感
動
す
る
」
と
話
し
た
。

山
東
の
放
烏
施
設

３
年
連
続
の
ひ
な

朝
来
市
山
東
町
三
保
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
放
烏
拠
点
施
設
で
陥

日
、
ひ
な
１
羽
の
僻
心
を
確
認

し
た
と
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

住
宅
全
焼
１
人
死
亡大

屋

坊
日
午
後
８
時
５
分
頃
、
養

父
市
大
屋
町
大
杉
、
無
職
正
垣

芳
信
さ
ん
（
氾
）
方
か
ら
出
火
、

木
造
２
階
建
て
住
宅
を
全
焼
し

た
。
焼
け
跡
の
１
階
居
間
付
近

か
ら
遺
体
が
見
つ
か
り
、
養
父

署
は
正
垣
さ
ん
と
み
て
確
認
を

知
の
予
算
と
し
て
２
０
１
５
年

度
に
別
万
円
を
計
上
し
た
。

市
に
よ
る
と
、
同
様
の
制
度

は
石
川
県
穴
水
町
な
ど
全
国
各

地
で
導
入
し
て
い
る
餓
、
但
馬

地
域
で
は
初
と
な
る
。
．

－

拠
点
の
巣
で
孵
化
し
た
ひ
な

（
朝
乗
両
山
東
町
で
）
Ⅱ
県
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
提
供

さ
と郷

公
園
（
豊
岡
幸

た
。
同
施
設
で
吟

一
方
、
養
父
市
八

伊
佐
地
区
放
鳥
蝿

同
日
、
繁
殖
中
の

別
の
ペ
ア
の
卵
炉

抱
か
せ
る
た
く
耐

伊
佐
で
は
３
日

卵
が
あ
っ
た
が
、

卵
だ
っ
た
。
こ
の

子
を
持
つ
子
孫
恭

い
る
た
め
、
遺
桿

保
つ
た
め
、
た
〃

日
頃
に
孵
化
す

る
。

三
保
の
施
設
云

卵
。
昨
年
は
た
く

子
孫
が
死
ぬ
な
画

数
が
減
っ
た
た

巣
立
ち
ま
で
育
｝

調
な
ら
、
６
月
市

に
か
け
て
放
鳥

し
・

全
焼
し
た
正
垣
さ
ん
．

時
卿
分
、
養
父
市
大
一

急
い
で
い
る
。

発
表
で
は
、
歪

人
暮
ら
し
で
、
軍

っ
た
。

近
所
の
男
性
拝

と
い
う
声
を
間

と
、
建
物
か
ら
拳

い
た
。
消
火
し
よ

火
の
勢
い
が
強
《

ら
れ
な
か
っ
た
」

た
。

な
規
制
を
設
け
室

て
ど
う
考
え
る
《

に
は
、
「
災
害
戸

戸等
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乏一

通
安
全
珊
歳
閏
心
言

西脇市小坂町

大
本
山
成
田
山
認
可
（
県
内
唯
一
）


